
平成 29年度 新潟県防災教育研修会 開催要項 

１ 趣  旨 

 近年、自然災害が多発するなかで、子どもたちの命を守るための取組が重要な課題となっ

ている。特に平成２３年３月に発生した東日本大震災では、多くの子どもたちが犠牲になっ

た経験から、子どもたちに自然災害などの危険から自らの命を守り抜くための主体的な意識

と行動を根付かせることが強く求められている。 

新潟県においても、これらの状況を踏まえ、新潟県防災教育プログラムに基づき、各学校

で様々な防災教育の実践が行われている。 

 本研修会では、実践から得られる防災教育の多様な効果に着目しながら、参加者がそれぞ

れの立場からこれからの活動について考えることにより、防災教育の一層の充実・発展に資

する。 

２ 研究主題    「これからの防災教育を考える」 

         ～防災教育の実践から得られる様々な効果に着目して～ 

３ 主  催  公益社団法人中越防災安全推進機構 

４ 共  催  新潟県教育委員会 

５ 後  援  新潟市教育委員会 

６ 期  日  平成３０年２月６日（火） 

７ 会  場  新潟県自治会館 講堂 

               〒950-0965 新潟市中央区新光町４番地１ ℡ 025(284)4101 

８ 参加対象  小学校・中学校・中等教育学校・特別支援学校の校長・教頭・教職員、 

地域教育コーディネーター、市町村教育委員会職員、防災士、 

防災教育コーディネーター養成塾修了生 等 

９ 日  程 

  13:30 14:00      14:15               15:00 15:15             16:00            16:40 16:45 

受付 
開会 

趣旨説明 

実践紹介 

（歩みと気づき） 
休憩 

パネルディス 

カッション 
グループワーク 閉会 

 

10 内  容 

(1) 実践紹介（歩みと気づき） 

魚沼市立湯之谷中学校               校長 五十嵐 一浩 様 

上越市立黒田小学校                校長 宮川 高広 様 

新潟大学教育学部附属長岡小学校         副校長 松井 謙太 様 

 

(2) パネルディスカッション「防災教育の様々な効果と可能性」 

コーディネーター 

群馬大学大学院理工学府環境創生部門       准教授 金井 昌信 様 

パネリスト 

東北大学災害科学国際研究所情報管理・社会連携部門 助教 定池 祐季 様 

長岡技術科学大学環境社会基盤工学専攻      准教授 松田 曜子 様 

実践紹介者の 3名様 

 

(3) グループワーク「これからの防災教育を考える」



11 申し込み 

(1) 申込方法   別紙申込用紙により、電子メールで申し込む。 

 

(2) 締め切り      平成３０年１月２６日（金） 

 

(3) 申込先        県教育庁保健体育課 学校保健係 中澤 正明 宛 

                     ＦＡＸ ０２５－２８４－９３９６ 

                     電 話  ０２５－２８０－５６２２ 

           e-mail：nakazawa.masaaki@pref.niigata.lg.jp 

 

(4) 申込様式 

平成２９年度新潟県防災教育研修会申込書 

所  属（学校名） 職 名 氏    名 

   

 

 

12 その他 

(1) 参加者の旅費は、各所属で負担願います。 

 

(2) 会場案内図については、別紙を御覧ください。 

 

mailto:nakazawa.masaaki@pref.niigata.lg.jp

